
RESKILLING

Part 1 解説

診
療
所
経
営
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ

こ
れ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
何
か

経
営
者
の
学
び
に

数
千
万
円
を

投
資
し
て
き
た

「
共
創
学
者
」が
伝
え
る

「
人
間
力
」と

「
技
術
力
」を

融
合
さ
せ
る
新
た
な

学
び
の
重
要
性

院長 リスキリングの

経営力を爆上げする

ススメの
リーダーシップやマネジメント、マーケティング、さらに
はAIなど厳しい時代を迎え、診療所経営者にはさまざ
まな知見が必要になっている。ではどのようなものを
学ぶべきなのか。さまざまな講演会・勉強会に投資し、
経営者に必要な学びを自ら習得するとともに、講師とし
て教えてもいる小磯卓也氏に伝授してもらう。

か
ら
の
時
代
、
10 

倍
以
上
の
努
力
で

学
び
直
し
・
実
践
を
積
み
重
ね
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
世
界
は 

S
o
c
i
e
t
y 

5
.
0 

へ
と
移
行

し
、
日
本
で
は
超
高
齢
社
会
の
さ
ら
な

る
進
展
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
を
含
む

あ
ら
ゆ
る
産
業
・
社
会
の
構
造
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。「
人
間
力
」だ
け

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
見
を
含
め
た

「
技
術
力
」と
の
掛
け
合
わ
せ
が
必
須

で
あ
り
、
新
た
な
環
境
下
で
生
き
抜
く

に
は
、
経
営
者
と
し
て
の
院
長
が
、
学

ぶ
時
間
と
立
ち
止
ま
る
時
間
を
確
保

し
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

日
常
診
療
で
多
忙
を
極
め
、
経
営
に

割
く
時
間
が
不
足
し
が
ち
と
い
う
現
実

も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
左
右
す
る
重

要
な
意
思
決
定
や
組
織
づ
く
り
を
先
送

り
に
し
て
い
て
は
、
経
営
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

Q
院
長
が
最
低
限
身
に

着
け
て
お
く
べ
き
も

の
、
学
ぶ
べ
き
も
の

は
何
で
し
ょ
う
か
。

A          「
経
営
」と
は
、
文
字
通
り「
経

（
た
て
糸
）」と「
営（
よ
こ
糸
）」

で
織
り
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
日
本
語

の
語
源
を
ひ
も
解
く
と
、「
経
」は「
変

わ
ら
ざ
る
本
質（
た
て
糸
）」、「
営
」は

「
変
化
に
合
わ
せ
て
営
み
を
続
け
る（
よ

こ
糸
）」と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
診
療
所
経
営
に
も
通
じ
る

考
え
方
で
す
。

　

医
療
従
事
者
と
し
て
患
者
さ
ん
に
尽

く
す“
変
わ
ら
ざ
る
使
命
感
”や“
専
門

家
と
し
て
の
責
任
感
”が「
経
」だ
と
す

れ
ば
、
社
会
や
技
術
の
変
化
に
応
じ
て

経
営
方
針
や
組
織
体
制
を
柔
軟
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
力
が「
営
」に
あ

た
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
外

部
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

き
ま
す
が
、
同
時
に
、
時
代
が
変
わ
っ

て
も
大
切
に
す
べ
き
も
の
、
す
な
わ
ち

「
変
わ
ら
ざ
る
価
値
観
」も
存
在
す
る

は
ず
で
す
。
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
姿

勢
や
、
医
療
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
は
、
診
療
所
経
営
の

土
台
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　

具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
変
わ
ら
ざ
る

も
の（
経
）は
、
▽
医
療
従
事
者
と
し

て
の
倫
理
観
・
使
命
感
、
▽
患
者
さ
ん

や
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
へ
の
責
任
・
貢
献
、

▽
経
営
者
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
理
念

Q
院
長
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
の
重
要
性
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A    
こ
れ
ま
で
１
０
０
０
人
以
上

の
医
療
従
事
者
、
１
万
人
を

超
え
る
経
営
者
の
方
々
と
接
し
て
、
強

く
感
じ
る
の
は
、「
成
功
し
続
け
て
い

る
人
」は
、
自
身
の
能
力
を
高
め
続
け

よ
う
と
す
る“
自
己
開
発
能
力
”を
備

え
て
い
る
こ
と
で
す
。「
リ
ス
キ
リ
ン

グ
」や「
学
び
直
し
」が
話
題
に
な
る
前

か
ら
、
成
果
を
上
げ
続
け
て
い
る
方
は

常
に
学
び
続
け
て
い
ま
す
。
医
業
に
重

心
を
置
き
、
経
営
は
学
ん
で
こ
な
か
っ

た
と
い
う
開
業
医
の
先
生
方
は
、
こ
れ

図表１　今後の診療所経営に不可欠なテーマ

1. 使命・指針
□使命の理解・浸透のための取り組みが体

系的に行われている
□使命が組織全体に浸透しているかを常に

確認している
□使命が達成されると何が起こるか（ビジョ

ン）が明確にされている

2. 院長・経営陣 
□院長・経営陣に患者さんへの真摯な思い

がある 
□院長・経営陣が、自分たちのミッション

に誇りと情熱を持っている
□院長・経営陣が、医療経営の基礎を学び、

実践している
□多様なスキルを持つ、強力なチームが構

築されている
□従業員・患者様の声に耳を傾け、地域医

療のニーズを把握している
□診療体制や経営状況を定期的に見直し、改

善を続けている
□地域医療だけでなく、常に最新の医療技

術や経済産業に目を向けている
□地域社会への貢献を重視している

3. 目標設定と目標達成
□医院の将来像が明確に描かれている
□具体的な診療目標や経営目標が設定され

ている
□目標達成のための計画、役割分担、行動

指針が明確になっている
□目標達成に向けた進捗状況を定期的に確

認し、評価している

4. マーケティング 
□従業員・患者様の声に耳を傾け、ニーズ

を把握している
□従業員・患者様の潜在的なニーズを把握

するための取り組みを行っている
□非顧客（ノンカスタマー）についても理解

する活動を行っている
□従業員・患者様の求める医療サービスを、

患者様の立場に立って提供している

5. イノベーション
□古い設備や診療方法を積極的に見直し、改

善している
□新しい医療技術やサービスを導入し、診

療の質向上に努めている
□医療を取り巻く変化を恐れず、積極的に

対応している
□日々の診療の中で、常に改善や革新に取

り組んでいる
□新しい医療技術やサービスの導入を奨励

している

6. スタッフ体制と配置
□従業員の役割分担、能力、経験、人間関

係を考慮し、最適なチーム体制を構築し
ている

□従業員一人ひとりの強みを活かし、弱み
を補い合うような配置を心がけている

□患者様への貢献意欲と真摯さを重視して
昇進を決定している

□従業員の配置を定期的に見直し、改善し
ている

□医院の理念に共感し、患者様に貢献した
いという人を採用している

7. 生産性向上
□診療業務全体の①業務分析、②工程の標

準化、③管理方法、④医療機器・IT ツー
ルの活用について、定期的に検討してい
る

□業務改善、生産性向上について、従業員
間で話し合い、改善策を検討する機会を
設けている

8. 人材育成・継続学習 
□従業員の育成計画を立て、スキルアップ

を支援している
□全従業員が継続的に学習し、自己成長に

努めている
□質の高い医療サービスを提供できるよう

な人材育成を行っている

参考資料「マネジメント」（P.F.ドラッカー）

こいそ・たくや●栃木県出身。大学卒業後、2005年に当時モバイル通
販NO.1の総合通販「ネットプライス」に入社。08年に子会社「デファクト
スタンダード」に移動。ブランド買取・販売サービス「ブランディア」を仲
間と立ち上げる。退職後、15年にジョイントベンチャー支援会社「THE J.V.株
式会社」を設立。16年に日本の伝統文化の奨励・支援団体「一般社団法
人七夕協会」を設立。現在は共創学者としても活躍している
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Part 1 解説院長 リスキリングの

経営力を爆上げする

ススメの

な
ど
、
変
わ
る
も
の（
営
）と
し
て
は
、

▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
経
営
の
実
践
的
ス
キ
ル
、
▽
Ｄ

Ｘ
・
Ａ
Ｉ
な
ど
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
法
、
▽
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
資

金
繰
り
、
組
織
体
制
、
▽
時
代
に
合
わ

せ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
―

―
な
ど
で
す
。

　

診
療
所
経
営
に
不
可
欠
な
テ
ー
マ

を
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
風
に
整
理
し
ま

し
た
。自
院
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
、

ど
ん
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
か

を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す（
図
表
１
）。

S
c
h
o
o

（
S
c
h
o
o
社
）

　
“
み
ん
な
で
学
べ
る
” 

ラ
イ
ブ
動
画

学
習
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

８
５
０
０
本

以
上
の
録
画
授
業
か
ら
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

書
籍

　

マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
競
争
戦
略

（
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
）

　

ポ
ー
タ
ー
の
競
争
戦
略
論
を
シ
ン
プ

ル
か
つ
十
全
に
学
べ
ま
す
。 

競
争
優

位
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
五
つ
の
競

争
要
因（
フ
ァ
イ
ブ
フ
ォ
ー
ス
）、
差

別
化
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
、
適
合
性

（
フ
ィ
ッ
ト
）―
― 

企
業
の
持
続
的
な

成
功
に
不
可
欠
な
競
争
戦
略
の
ア
イ
デ

ア
を
豊
富
な
事
例
と
最
新
の
理
論
に
も

と
づ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

Q
多
忙
な
な
か
で
学
ぶ
た

め
の
時
間
の
つ
く
り
方
な

ど
、
効
果
的
な
勉
強
の

進
め
方
は
あ
り
ま
す
か
。

A        

ま
ず
、「
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
第
一
に
、
医
師
と
し
て
生
き
る

の
か
、
経
営
者
と
し
て
生
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
医
療
経
営
者
と
し
て
生
き
る

の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

Q
お
勧
め
の
勉
強
会
や

セ
ミ
ナ
ー
、
書
籍
等

は
あ
り
ま
す
か
。

A              

前
提
と
し
て
お
伝
え
し
た
い

の
は
、「
自
分
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
学
び
方
が
良
い
か
」と
い
う

こ
と
で
す
。
私
の
場
合
、
書
籍
や
動
画

を
活
用
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

一
人
で
は
頑
張
れ
な
い
タ
イ
プ
で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
に“
喝
”を
入
れ
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
で
き
る「
強
制
的
に
学

べ
る
場
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

ま
す
。

　

第
二
に
、
組
織
の
目
標
達
成
に
向
け

て
、
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て
貢
献
で

き
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
一
人
ひ
と
り
が

身
に
つ
け
る
こ
と
に
時
間
を
集
中
す
べ

き
で
す
。

 

「
経
営
者
は
一
人
」と
い
う
の
は
迷
信

で
す
。
高
度
な
仕
事
を
成
功
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
は
分
業
化
に
あ
り
、
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
経
営
者
1
人
で
は
な
く

チ
ー
ム
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
院
内
で
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
学
び
合
う
場
を

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
時
間
の
確
保
が
最
も
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
P
.
F
.
ド

ラ
ッ
カ
ー
氏
は
、
時
間
の
使
い
方
を
記

録
し
分
析
す
る
こ
と
で
無
駄
を
削
減

し
、
重
要
な
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
貢
献

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
」こ
と
は
成
果
に

直
結
し
ま
す
。
新
た
に
得
た
知
識
や
ス

キ
ル
を
、
組
織
の
課
題
解
決
や
目
標
達

成
に
ど
う
活
か
す
の
か
を
常
に
意
識
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
変
化
を
恐

れ
ず
、
新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
心
構
え
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

組
織
へ
の
貢
献
を
意
識
し
な
が
ら
時

間
管
理
を
徹
底
し
、
変
化
を
い
と
わ
ず

幅
広
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と

さ
ら
に
浸
透
さ
せ
た
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
を
つ
け

る
な
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
受
け

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
良
い
本
と
め
ぐ
り
会
う
こ
と

は
、
良
い
師
と
め
ぐ
り
会
う
こ
と
と
同

じ
」と
心
得
て
お
り
ま
す
。
私
も
、
書

籍
と
の
出
会
い
が
人
生
を
大
き
く
変
え

て
き
ま
し
た
。
以
下
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に

お
す
す
め
の
学
び
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

　

ド
ラ
ッ
カ
ー
塾

　
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

　

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

「
一
生
も
の
」で
あ
り
、
経
営
だ
け
で

な
く
人
生
の
支
え
と
な
る
普
遍
的
な
考

え
方
で
す
。年
間
全
12
回
の
講
義
で
は
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
基
本
理
論
を
体
系
的
に

学
び
、
毎
回
実
践
と
振
り
返
り
を
繰
り

返
す
た
め
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
席
が
難
し
い
場
合
、
録
画
で
学

ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

書
籍

　

７
つ
の
習
慣

（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
R
・
コ
ヴ
ィ
ー
）

　

自
己
啓
発
書
の
名
著
。
仕
事
だ
け
で

な
く
人
生
そ
の
も
の
の
指
針
と
し
て
長

く
読
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。
基
本
的
に

は「
主
体
的
で
あ
る
」こ
と
や「
目
的
を

が
、
効
果
的
な
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
つ
な

が
る
と
い
え
ま
す
。
最
後
に
リ
ス
キ
リ

ン
グ
を
行
う
う
え
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
６
つ
挙
げ
ま
す（
図
表
２
）。

持
っ
て
始
め
る
」こ
と
な
ど
の
7
つ
の

原
則
を
体
系
的
に
示
し
、
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図表２　リスキリングを行ううえでの重要な心構え

1. 時間はもっとも希少な資源
　自分がどんな活動に時間を取られているかを洗い出してみる。一度失われた時間は取り戻せないため、
成果につながらない活動は見直し、学びや自己研鑽に振り向ける余地をつくる。

2. 大きな成果を生む領域に集中する
　経営者は多忙だからこそ、時間をどう優先するかを厳しく選ぶ必要がある。学びも重要な成果を生む
領域ととらえ、週に一度でもブロックしてスケジュールに組み込む。他の用事に流されないよう、先に
時間を確保する。

3. 小さな単位でも学習を習慣化する
　会議や出張などでまとまった時間が取りにくい場合、１日15～30分といった短い単位でも構わない。
断片的な時間をこまめに使い、毎日の習慣にしてしまうことで、大きな蓄積となる。

4. 学んだことをすぐ仕事で試す
　学んだ知識は、その日の会議やプロジェクト、部下とのコミュニケーションに活かしてみると効果が
高い。実践とフィードバックを素早く回すことで、知識が定着しやすくなり、成果も実感しやすい。

5. 自分以外ができる業務は任せる仕組みをつくる
　「経営者の仕事」を明確にすることで、自分でなければならない業務を優先し、それ以外は委譲・自動
化などで仕組み化する。これにより、学習と意思決定に使う時間が確保しやすくなり、部下の成長にも
つながる。

6. 自己を高め続けることこそリーダーの責任
　組織や社会の発展には、リーダーが学び続ける姿を示すことが不可欠。学習しないまま忙しさに流さ
れると、組織全体も停滞しがちになるが、リーダーが主体的にリスキリングを進める姿勢は、周囲の刺
激や模範ともなる。
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